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ナ
ン
ト
王
令

ー
ー
史
料
と
内
容
|
|
(
上
)

手口

田

光

司

は
じ
め
に

ナ
ン
ト
王
令
は
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
政
治
史
上
に
お
け
る
極
め
て
有
名
か
つ
重
要
な
事
件
で
あ
る
。

一
国
一
宗
派
を
旨
と
し
て
き

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
国
に
あ
っ
て
複
数
宗
派
の
共
存
を
実
現
し
た
最
も
早
い
例
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
妥
当
性
は
と
も
か
く
と
し

て
も
、
長
い
間
「
寛
容
史
上
の
金
字
塔
」
と
し
て
呼
び
馴
ら
わ
さ
れ
て
き
だ
。
王
令
へ
の
関
心
は
、
宗
教
共
存
を
求
め
る
多
元
主
義
的
思
潮

を
背
景
に
今
日
で
も
根
強
い
。
特
に
発
布
四

O
O周
年
で
あ
る
一
九
九
八
年
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
て
王
令
や
宗
教
戦
争
史
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
史
、
寛
容
史
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
分
野
に
お
い
て
様
々
な
新
し
い
研
究
が
現
れ
た
が
、
王
令
に
関

し
て
は
特
に
テ
キ
ス
ト
自
体
に
注
目
が
集
ま
っ
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
り
、
学
術
的
な
も
の
か
ら
啓
蒙
的
な
も
の
ま
で
様
々
な
出
版
物
に
お

い
て
、
王
令
テ
キ
ス
ト
全
体
あ
る
い
は
抜
粋
が
掲
載
さ
れ
だ
。

こ
の
よ
う
な
海
外
の
動
き
や
事
件
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
が
国
に
お
い
て
こ
の
王
令
を
本
格
的
に
取
り
扱
っ
た
研
究
は
未
だ
現

れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
本
論
は
現
在
ま
で
の
様
々
な
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
こ
の
王
令
の
史
料
状
況
や
内
容
を
整
理
・
分
析
し
た

も
の
で
あ
る
。
王
令
に
向
け
た
交
渉
史
や
実
施
の
現
状
、

一
六
八
五
年
の
廃
止
、
ま
た
解
釈
史
な
ど
に
つ
い
て
は
別
な
機
会
に
譲
る
こ
と
と



し
、
本
稿
で
は
原
文
の
内
容
や
史
料
批
判
に
分
析
の
力
点
を
置
い
て
い
る
。
史
料
と
し
て
の
王
令
原
文
に
つ
い
て
は
、

フ
ラ
ン
ス
国
立
公
文

書
館
蔵
の
パ
リ
版
手
稿
文
書
に
加
え
、
ジ
ュ
ネ
!
ヴ
大
学
蔵
の
ジ
ュ
ネ

1
ヴ
版
手
稿
文
書
を
直
接
参
照
し
た
(
後
述
)
。

一
、
北
日
旦
口
小

本
章
で
は
王
令
発
布
ま
で
の
宗
教
戦
争
史
の
概
要
を
扱
う
が
、
王
令
原
文
の
理
解
に
必
要
な
限
り
に
論
述
を
止
め
る
。

フ
ラ
ン
ス
宗
教
戦

争
は
当
初
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
国
王
と
の
対
立
の
形
を
取
る
が
、
途
中
過
激
派
カ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
る
旧
教
同
盟
(
リ

1
グ
)
の
結
成
に
よ
り

三
つ
巴
の
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
)
。
特
に
一
五
八
五
年
に
始
ま
る
最
後
の
第
八
次
宗
教
戦
争
は
ア
ン
リ
・
ド
・
ギ
1
ズ
(
旧
教
同
盟
)
、

ア
ン
リ
・
ド
・
ナ
ヴ
ァ

1
ル
(
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
)
、
国
王
ア
ン
リ
三
世
の
三
名
に
よ
る

と
呼
ば
れ
、

フ
ラ
ン
ス
由
一
小

「
三
ア
ン
リ
の
戦
い
」

教
戦
争
の
中
で
最
も
長
く
か
っ
激
し
い
戦
い
と
な
っ
た
。

一
五
八
九
年
に
は
ア
ン
リ
・
ド
・
ギ

1
ズ
に
続
い
て
ア
ン
リ
三
世
が
刺
客
の
手
に

よ
っ
て
倒
れ
、
王
位
は
筆
頭
親
王
で
あ
っ
た
ア
ン
リ
・
ド
・
ナ
ヴ
ァ
!
ル
の
手
に
移
る
。

ア
ン
リ
三
世
は
同
年
四
月
三
日
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
休
戦
協
定
を
結
ん
で
い
た
が
、
ア
ン
リ
四
世
は
八
月
四
日
の
新
王
宣
言
の
際
に
直

ち
に
こ
れ
を
更
新
す
む
。
以
後
王
権
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
和
平
問
題
が
当
然
問
題
と
な
っ
た
。
新
王
宣
言
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
完
全

な
維
持
が
高
ら
か
に
彊
わ
れ
る
一
方
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
関
し
て
は
ご
く
限
ら
れ
た
場
所
で
の
仮
の
礼
拝
が
認
め
ら
れ
た
の
み
で
あ

(5) 

っ
た
。
麿
下
の
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
へ
の
配
慮
も
あ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
し
て
は
冷
淡
と
も
い
え
る
禁
欲
的
態
度
が
取
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
王
座
を
手
中
に
収
め
た
王
の
心
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
か
ら
急
速
に
離
れ
始
め
る
。
個
人
的
臣
従
関
係
で
結
ぼ
れ
た
一
部
の
貴
族
を
別

に
し
て
、
新
王
に
と
っ
て
か
つ
て
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
関
係
は
煩
わ
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
戦
争
状
態
が
続
く
な
か
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
へ
の
抜
本
的
対
策
は
先
送
り
に
さ
れ
て
い
く
。
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し
か
し
特
に
南
仏
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
不
満
は
大
き
く
、
彼
ら
を
王
権
側
に
引
き
留
め
続
け
る
た
め
に
も
、
王
は
何
ら
か
の
処
置
を
取

(6) 

ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
一
五
九
一
年
七
月
に
パ
リ
近
郊
の
マ
ン
ト
で
マ
ン
ト
王
令
白
色
丹
含
冨
g
g
ω
)
が
発
布
さ
れ
る
。
こ

492 

の
王
令
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
法
的
状
態
を
第
八
次
宗
教
戦
争
以
前
に
戻
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。
同
戦
争
以
前
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を

法
的
に
規
定
し
て
い
た
の
は
、
第
六
次
宗
教
戦
争
終
結
時
の
平
和
王
令
で
あ
る
ポ
ワ
チ
エ
王
令
(
一
五
七
七
)
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
王

令
は
そ
の
後
の
ネ
ラ
ク
協
定
(
一
五
七
九
)
と
、
第
七
次
宗
教
戦
争
終
結
時
の
ブ
ロ
ワ
王
令
(
一
五
八

O
)
に
よ
っ
て
細
部
に
修
正
が
加
え

ら
れ
て
い
託
。
第
八
次
宗
教
戦
争
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
五
八
五
年
七
月
七
日
の
王
令
は
、
こ
れ
ら
の
三
法
令
を
廃
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
追
放
を
命
じ
る
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
ア
ン
リ
三
世
は
よ
り
積
極
的
な
反
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
王
令
で
あ
る
一
致
王
令
(
開
門
皆
円
ロ
ロ
宮
口
)

を
一
五
八
八
年
に
発
布
し
、
異
端
の
絶
滅
を
臣
民
に
命
じ
が
)
。
こ
う
し
て
フ
ラ
ン
ス
は
再
度
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
戦
争
状
態
に
入
り
、

五
八
八
年
以
後
の
休
戦
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
新
王
の
即
位
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
法
的
状
況
は
マ
ン
ト
王
令
の
発
布
ま
で
続
い
て
い
た

の
で
あ
る
。

マ
ン
ト
王
令
は
こ
の
一
五
八
五
年
と
一
五
八
八
年
の
両
反
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
王
令
を
廃
止
し
、
以
前
の
ポ
ワ
チ
エ
王
令
、
ネ
ラ

ク
協
定
、
ブ
ロ
ワ
王
令
を
再
確
認
す
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
の
法
文
に
何
ら
新
た
な
内
容
を
付
け
加
え
る
も
の
で
は
な
く
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

に
対
す
る
和
平
処
理
と
し
て
は
最
も
手
の
か
か
ら
ず
、

カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
弁
明
も
し
や
す
い
方
法
で
あ
っ
た
。

マ
ン
ト
王
令
に
は
最
終
的
な

和
平
締
結
ま
で
の
一
時
的
な
も
の
と
の
記
述
が
あ
っ
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
王
に
は
新
た
な
平
和
王
令
を
出
す
つ
も
り
は
な
く
、
可
能
で
あ

れ
ば
こ
れ
だ
け
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
満
足
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

が
出
さ
れ
、
翌
年
二
月
に
は
パ
リ
高
等
法
院
へ
の
登
録
が
実
施
さ
れ
が
)
。

一
五
九
四
年
一
一
月
に
は
ポ
ワ
チ
エ
王
令
の
登
録
命
令

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
当
初
か
つ
て
の
首
領
で
あ
る
ア
ン
リ
四
世
に
大
い
に
期
待
し
、
大
幅
な
地
位
向
上
を
待
ち
望
ん
で
い
た
が
、
期
待
が

失
望
へ
と
変
わ
る
の
に
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
ポ
ワ
チ
エ
王
令
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
失
望
さ
せ
た
。
そ
れ
に
先
立
つ
第
六
回
宗
教
戦

争
の
平
和
王
令
で
あ
る
パ
リ
王
令
(
一
五
七
六
)
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
極
め
て
優
遇
し
た
も
の
で
あ
問
、
続
く
ポ
ワ
チ
エ
王
令
は
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
現
実
的
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
て
、
前
王
令
か
ら
の
大
幅
な
後
退
を
示
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
礼
拝
場



所
に
つ
い
て
は
、
パ
リ
王
令
は
国
内
全
土
で
の
礼
拝
の
自
由
を
認
め
て
い
た
が
、
ポ
ワ
チ
エ
王
令
は
そ
の
時
代
に
礼
拝
が
現
実
に
維
持
さ
れ

て
い
る
場
所
に
限
定
す
る
と
い
う
現
状
維
持
策
に
止
ま
っ
て
い
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
ポ
ワ
チ
エ
王
令
で
は
満
足
で
き
ず
、
新
た
な
平
和

王
令
を
求
め
る
声
が
当
然
起
こ
る
。

一
五
九
三
年
、
王
は
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
改
宗
を
前
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
決
裂
を
恐
れ
、
新
た
な
引

止
め
策
を
始
め
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
王
の
許
可
を
受
け
、
一
五
八
八
年
以
来
解
散
し
て
い
た
全
国
政
治
会
議
官
説
。
B
E合
間
宮
内
町
乱
。
)

を
再
結
成
す
認
。
こ
れ
は
一
五
七
二
年
の
サ
ン
・
パ
ル
テ
ル
ミ
!
の
虐
殺
を
機
会
に
成
立
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
全
国
的
な
代
表
組
織
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
て
王
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
は
正
式
な
交
渉
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
交
渉
は
断
続
的
に
続
け
ら
れ
、
全
国
政
治
会
議
も

解
散
と
再
開
を
繰
り
返
す
。

こ
の
交
渉
は
実
際
に
は
時
間
稼
ぎ
の
性
格
が
強
く
、

王
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
声
を
聞
く
そ
ぶ
り
を
示
し
つ

つ
、
ポ
ワ
チ
エ
王
令
の
押
し
付
け
を
狙
っ
て
い
た
。

し
か
し
王
は
こ
の
方
法
に
限
界
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。

一
五
九
六
年
春
よ
り
交
渉

は
次
第
に
本
格
化
し
、
新
王
令
の
制
定
に
向
か
っ
て
動
き
出
し
た
。
全
国
政
治
会
議
は
ル

1
ダ
ン
(
一
五
九
六
年
四
月
)
、
ヴ
ア
ン
ド
!
ム

(
同
年
二
月
)
、

シ
ャ
テ
ル
ロ

l
(同
年
六
月
)
と
場
所
は
移
す
も
の
の
、
も
は
や
解
散
す
る
こ
と
は

ソ
ミ
ュ
!
ル
(
一
五
九
七
年
三
月
)
、

な
い
。
両
者
の
仲
介
役
を
務
め
た
の
は
、
デ
ュ
プ
レ
シ
・
モ
ル
ネ
!
、
ブ
イ
ヨ
ン
、
ラ
・
ト
レ
ム
イ
ユ
、
王
姉
カ
ト
リ

l
ヌ
・
ド
・
プ
ル
ボ

ン
と
い
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
大
貴
族
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
宗
教
戦
争
の
終
結
に
は
、
単
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
旧
教
同
盟
と
の
和
平
も
達
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ

た
。
し
か
し
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
異
な
り
旧
教
同
盟
は
集
権
的
な
代
表
組
織
を
持
た
ず
、
和
平
は
各
都
市
、
各
首
領
及
び
ス
ペ
イ
ン
と
個
別

に
結
ば
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
旧
教
同
盟
諸
勢
力
の
帰
順
は
王
の
カ
ト
リ
ッ
ク
改
宗
後
急
速
な
進
展
を
見
る
が
、
最
後
ま
で
残
っ
た
の
が

ナ
ン
ト
を
拠
点
と
し
ブ
ル
タ

1
ニ
ュ
に
割
拠
し
た
メ
ル
ク
!
ル
公
と
、

フ
ラ
ン
ス
国
内
に
侵
入
し
た
ス
ペ
イ
ン
で
あ
る
。
宗
教
戦
争
の
最
終

段
階
は
対
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
対
メ
ル
ク

l
ル
公
、
対
ス
ペ
イ
ン
の
三
つ
の
和
平
交
渉
が
、
互
い
に
密
接
に
関
連
し
つ
つ
同
時
進
行
す
る
こ

(
岱
)

と
に
な
つ
が
)
。
一
五
九
八
年
二
月
、
王
は
ブ
ル
タ

1
ニ
ュ
を
目
指
し
パ
リ
近
郊
の
ブ
オ
ン
テ

l
ヌ
プ
ロ
ー
か
ら
軍
を
率
い
て
西
進
す
る
。
三

(U) 

月
二
一
日
ア
ン
ジ
ェ

1
で
メ
ル
ク

l
ル
公
の
恭
順
を
得
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
最
終
交
渉
を
加
速
化
さ
せ
、
四
月
に
は
ナ
ン
ト
に
入
り
、

一一史料と内容一一(上)ナント王令493 



ナ
ン
ト
王
令
の
発
布
に
よ
り
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
和
平
を
達
成
し
た
。
そ
の
後
五
月
二
日
に
は
北
部
国
境
近
く
の
ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ
ン
で
ス
ペ

イ
ン
と
の
和
平
交
渉
が
決
着
印
、
三
十
六
年
の
長
き
に
亘
る
宗
教
戦
争
は
つ
い
に
終
結
を
迎
え
た
の
で
あ
的
。
ナ
ン
ト
王
令
は
パ
リ
王
令

494 

よ
り
も
ポ
ワ
チ
エ
王
令
に
近
い
線
で
決
着
し
た
。
こ
れ
を
ポ
ワ
チ
エ
王
令
の
発
展
形
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

二
、
構
成

一
般
に

お

Qb)、
二
つ
の
王
書

(
V
5
2
)
と
い
う
四
種
の
法
令
か
ら
な
る
複
合
体
の
総
称
で
あ
る
。

「
ナ
ン
ト
王
令
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
実
際
に
は
王
令
本
文
(
注
目
同
l

狭
義
の
ナ
ン
ト
王
令
)
、
個
別
条
項

(ω
邑
己
2

ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の
王
の
命
令
は
、
大
法
官
府
(
各
自

g
Fユσ)
を
通
し
て
出
さ
れ
る
開
封
王
状

(
F
S・2
3窓
口
常
ω)
と
、
こ

れ
を
通
さ
ず
王
の
官
房
室

(
P
Z
Rニ
ミ
巳
)
か
ら
直
接
出
さ
れ
る
も
の
の
二
種
に
大
別
で
き
泌
。
開
封
王
状
は
蝋
印
が
押
さ
れ
る
が
、
封

は
さ
れ
な
い
。
ま
た
発
効
の
た
め
に
は
各
地
方
の
高
等
法
院
に
よ
る
登
録
を
必
要
と
し
た
。
開
封
王
状
は
、

す
る
と
み
な
さ
れ
る
)
大
開
封
王
状

(mBEg-。奇
g
E
2
2
)
と
、
個
別
的
・
一
時
的
な
小
開
封
王
状
(
宮
昨
日
常

ω
r
s・2
E
2
2
)
に

分
け
ら
れ
(
旬
。
大
開
封
王
状
は
緑
の
、
小
開
封
王
状
は
黄
の
印
を
押
さ
れ
る
。
王
令
本
文
は
大
開
封
王
状
に
属
す
(
向
。
個
別
条
項
は
王
令
本

文
に
つ
い
て
の
細
則
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
小
開
封
王
状
に
属
す
認
。

一
般
的
・
永
続
的
な
性
格
を
有

大
法
官
府
を
通
さ
な
い
命
令
は
、
高
等
法
院
の
登
録
を
必
要
と
し
な
い
。
こ
れ
に
は
赤
の
印
で
封
印
さ
れ
る
も
の
と
、
印
が
な
く
署
名
だ

け
の
も
の
が
あ
る
。
前
者
は
-o
奇

gEz-2ω
な
ど
の
王
の
個
人
的
文
通
で
あ
り
、
後
者
は
支
払
な
ど
に
関
す
る
諸
種
の
命
令
書
で
あ
認
。

王
書
は
後
者
の
一
種
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
ナ
ン
ト
王
令
に
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧
師
・
教
師
の
給
与
と
し
て
年
間
四
万
五
千
エ
キ
ュ
の

支
払
を
約
束
し
た
王
書
(
以
後
、
本
論
で
は
便
宜
上
「
王
書
A
」
と
呼
ぶ
)
と
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
安
全
保
証
地
(
後
述
)
に
お
け
る
守



備
隊
維
持
の
費
用
と
し
て
年
間
十
八
万
エ
キ
ュ
の
支
払
を
約
束
し
た
王
書
(
以
後
「
王
書
B
」
と
呼
ぶ
)

の
二
種
が
含
ま
れ
認
。

王
令
本
文
、
個
別
条
項
、

王
書
B
の
各
文
章
量
の
比
は
、

お
お
よ
そ
三

O
対
一

O
対
四
対
一
で
あ
る
。

王
室
田

A
、

三
、
来
歴
と
出
版

ナ
ン
ト
王
令
に
は
現
在
二
種
類
の
版
が
存
在
す
弱
。

た
だ
し
こ
れ
は
王
令
本
文
と
個
別
条
項
の
み
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
王
書

は
関
係
な
い
。
王
令
の
原
典
は
締
結
時
に
王
側
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
側
の
た
め
に
二
部
が
作
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
両
者
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
た
。

王
側
の
も
の
は
王
の
文
書
庫
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
側
の
も
の
は
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
で
保
管
さ
れ
た
が
、
両
者
と
も
に
紛
失
し
、
現
存
し
て
い

な
吋
。
ナ
ン
ト
王
令
は
、
当
時
シ
ャ
テ
ル
ロ

l
で
開
催
さ
れ
て
い
た
全
国
政
治
会
議
か
ら
送
ら
れ
た
代
表
と
、
王
側
と
の
問
で
締
結
さ
れ
た

が
、
締
結
後
シ
ャ
テ
ル
ロ

1
で
公
証
人
の
手
に
よ
っ
て
写
し
が
取
ら
れ
、
原
本
は
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
ヘ
送
ら
れ
た
。
こ
の
政
治
会
議
は
王
令
後

ア

ヴ

ォ

カ

・

ジ

ェ

ネ

ラ

ル

モ
ン
プ
リ
エ
租
税
法
院
の
王
代
訴
官
長
代
理
の

も
そ
の
地
に
留
ま
り
、
約
一
年
後
の
一
五
九
九
年
五
月
二
二
日
に
こ
の
写
し
を
元
に
し
て
、

た
め
に
シ
ャ
テ
ル
ロ

l
の
公
証
人
の
手
で
再
複
写
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
が
現
在
ジ
ュ
ネ

l
ヴ
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
版
で
あ
る

chvhpω

ロ-
N
)
。
由
来
は
不
明
。
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
の
は
王
令
本
文
と
個
別
条
項
の
み
で
、

王
書
は
な
い
(
以
後
本
論
で
は
便
宜
上
「
ジ

ュ
ネ

1
ヴ
版
」

と
呼
ぶ
)
。

と
こ
ろ
で
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
い
て
開
封
王
状
が
発
効
す
る
に
は
、
先
述
の
よ
う
に
各
地
方
の
高
等
法
院
で
登
録
を
行
う
必
要

が
あ
っ
た
。
パ
リ
で
は
一
五
九
九
年
二
月
二
五
日
に
登
録
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
登
録
時
に
作
成
さ
れ
た
王
令
本
文
の
原
本
の
う
ち
、

一
分
冊

が
現
在
フ
ラ
ン
ス
公
文
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
(
宮
ω
・昨・

5
2
p
戸
ω
問
。
戸
ム
O
)
、
隣
接
す
る
フ
ラ
ン
ス
歴
史
博
物
館
で
常
設
展
示
さ
れ

て
い
ね
。
こ
の
王
令
本
文
の
登
録
原
本
は
、
す
ぐ
に
高
等
法
院
の
記
録
簿
に
写
し
が
取
ら
れ
、
こ
の
記
録
簿
も
高
等
法
院
文
書
の
一
部
と
し
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て
同
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

QHKF∞
S
F
E
-
H『・，
H
2・
)
。
内
容
は
同
一
で
あ
る
。
登
録
後
直
ち
に
王
令
出
版
の
特
権
が
パ
テ
ィ
ソ
ン
、
モ

レ
ル
、
メ
テ
イ
エ
、
ユ
イ
リ
エ
と
い
う
四
名
の
出
版
者
に
与
え
ら
れ
が
)
。
本
文
に
関
し
て
は
、
登
録
と
同
年
の
一
五
九
九
年
に
パ
テ
イ
ソ
ン

は
こ
れ
を
出
版
し
、
一
六
二

0
年
代
に
は
モ
レ
ル
と
メ
テ
イ
エ
が
出
版
し
て
い
る
。
ま
た
一
五
九
九
年
に
は
匿
名
の
版
も
数
種
存
在
す
弱
。

一
方
個
別
条
項
に
つ
い
て
は
、
登
録
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
奇
妙
な
こ
と
に
高
等
法
院
に
全
く
記
録
が
残
っ
て
い
な
崎
。
現
在
、
登
録
後

の
個
別
条
項
の
内
容
は
一
五
九
九
年
以
降
の
出
版
物
に
よ
っ
て
知
る
以
外
に
な
凶
)
(
以
後
、

496 

」
れ
ら
の
本
文
と
個
別
条
項
を
「
。
ハ
リ
版
」
と

呼
ぶ
)
。
ジ
ュ
ネ
l
ヴ
版
と
パ
リ
版
と
で
は
内
容
が
微
妙
に
異
な
る
。
高
等
法
院
は
ナ
ン
ト
王
令
に
反
対
で
あ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
不
利
な
よ

う
に
修
正
を
加
え
た
(
後
述
)
。
よ
っ
て
紛
失
し
た
原
典
に
よ
り
近
い
の
は
ジ
ュ
ネ
l
ヴ
版
の
方
で
あ
る
。
王
令
本
文
は
ジ
ュ
ネ
!
ヴ
版
が

九
五
条
、
パ
リ
版
が
九
二
条
。
個
別
条
項
は
同
じ
五
六
条
で
あ
る
が
、
区
切
り
方
な
ど
に
差
が
あ
る
。
ア
ン
ケ
ズ
は
パ
リ
版
を
「
第
二
ナ
ン

ト
王
令
」
と
呼
ん
で
い
認
。
「
ナ
ン
ト
王
令
」
と
し
て
一
般
に
後
世
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
実
際
に
発
効
し
た

「
パ
リ
版
」

の
方
で
あ
る
。

ジ
ュ
ネ
l
ヴ
版
は
近
年
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
を
集
め
な
か
っ
た
。
ま
た
登
録
は
各
高
等
法
院
ご
と
に
な
さ
れ
た
の
で
、
各
地
方
で
登
録
さ
れ

た
ナ
ン
ト
王
令
が
異
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
弱
。
た
だ
し
こ
の
研
究
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
。

王
書
は
登
録
の
必
要
は
な
く
、
高
等
法
院
の
記
録
に
残
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
先
述
の
よ
う
に
ジ
ュ
ネ
l
ヴ
版
に
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。

王
書
の
最
古
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

B
は
同
時
代
の
筆
写
が
存
在
す
る
が
(
回
-z-Eω
・
片
ち
町
円

ω
8・8
∞)、

A
は
一
六
一

0
年
代
の

出
版
物
が
最
古
で
あ
認
。

エ
リ
!
・
ブ
ノ
ワ
の
『
ナ
ン
ト
王
令
の
歴
史
』
(
一
六
九
三
)
は
パ
リ
版
の
本
文
と
個
別
条
項
を
二
種
の
王
書
と
共
に
掲
載
し
、
以
後
こ

れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
は
ア
l
グ
(
一
八
五
九
)
や
ム

1
ニ
エ
(
一
九
六
四
)
な
ど
に
よ
る
再
掲
載
を
通
し
て
歴
史
家
に
広
く
利
用
さ
れ
て
き
た
。

ジ
ュ
ネ

1
ヴ
版
は
ア
ン
ケ
ズ
に
よ
り
活
字
化
さ
れ
て
い
る
(
一
八
五
鳩
)
。
一
九
九
八
年
の
ナ
ン
ト
王
令
四

O
O周
年
で
は
王
令
の
テ
キ
ス

パ
リ
版
が
プ
ル
ジ
ョ
ン
と
ギ
ャ
リ
ソ
ン
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
校
注
入
り
で
出
版
さ
れ
た
。
現
在
最
も
信
頼
が
置

ト
自
体
へ
の
関
心
も
高
ま
り
、



片品明

(お)

け
る
の
は
、
ギ
ャ
リ
ソ
ン
版
で
あ
る
。

四

日
付
、
場
所
、
名
称

一
九
九
八
年
の
ナ
ン
ト
王
令
四

O
O周
年
に
お
い
て
、
王
令
自
体
に
関
す
る
実
証
面
で
特
に
話
題
と
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
が
発
布
(
署
名
、

押
印
)
の
日
付
の
問
題
で
あ
っ
た
。
本
来
王
の
命
令
に
お
い
て
は
、
大
開
封
王
状
以
外
に
は
場
所
、
年
月
日
が
入
る
が
、
大
開
封
王
状
に
記

そ
れ
が
何
日
で
あ
っ
た
か
と
い
う
「
日
」
ま
で
は
入
ら
な
(
問
。
よ
っ
て
王
令
本
文
に
は
日
付
が

載
さ
れ
る
の
は
場
所
と
年
月
の
み
で
あ
り
、

な
く
、
こ
れ
が
そ
も
そ
も
の
問
題
の
発
端
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
に
意
図
的
な
改
変
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

王
令
本
文
以
外
の
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
日
時
と
場
所
を
時
間
順
に
並
べ
れ
ば
、

王
書
A

一
五
九
八
年
四
月
三
日
、

ナ
ン
ト

王
書
B

一
五
九
八
年
四
月
三

O
日、

ナ
ン
ト

個
別
条
項

一
五
九
八
年
五
月
二
日
、

ナ
ン
ト
、
(
パ
リ
版
)

と
な
り
、
こ
れ
に
二
五
九
八
年
四
月
、

ナ
ン
ト
」

の
王
令
本
文
が
加
わ
る
。
従
来
こ
れ
ら
の
記
述
は
そ
の
ま
ま
受
け
取
ら
れ
て
き
た
。
ま

た
王
令
本
文
の
発
布
日
は
四
月
二
二
日
が
定
説
と
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
根
拠
に
な
っ
た
の
は
、
当
時
の
歴
史
家
、
ド
ゥ
・
ト
ゥ

l
(
E
2
5
ω

〉
ロ
包
帯
品
。
d
5
F
H
a
ω
E
H
E吋
)
の
史
書
『
同
時
代
史
』

C
R
-
E
m
5
2出
口

-E戸
田
町

S
E
E
B
ω
ロ
E
S。号
b
g
3
5
8
)
で
あ

り
、
こ
こ
に
は
二
一
百
に
王
印
が
押
さ
れ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る

S
位。

ω
昨
日
。
出
口
出
皇
国
B
Y
同・〈
w

官

-aN)。
ド
ゥ
・
ト
ゥ
1
自
身
が
ナ

こ
の
発
言
は
他
の
史
料
に
優
る
決
定
的
な
重
要
性
を
与
え
ら
れ
て
き
た
の
で

ン
ト
王
令
の
交
渉
者
及
び
起
草
者
の
一
人
で
あ
っ
た
た
め
、

あ
認
。

一一史料と内容一一(上)ナント王令497 



し
か
し
、
近
年
プ
ル
ジ
ョ
ン
は
、
十
九
世
紀
の
ヴ
ィ
ニ
ョ

l
の
研
究
を
「
再
発
見
」
し
、
特
に
王
令
四

O
O周
年
に
こ
れ
を
広
く
紹
介
す

る
。
ヴ
ィ
ニ
ョ
!
の
研
究
は
当
時
と
し
て
は
不
当
に
無
視
さ
れ
て
い
た
と
し
て
、
こ
れ
に
新
た
な
論
拠
を
加
え
再
評
価
を
求
め
た
。
ヴ
ィ
ニ

ョ
!
と
ブ
ル
ジ
ョ
ン
は
、
発
布
が
二
九
日
以
降
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
ド
ゥ
・
ト
ゥ

l
の
他
の
記
述
と
の
矛
盾
を
指
摘
す
弱
。
そ
し
て
特

王
令
本
文
は
王
書
B
と
同
じ
く
四
月
三

O
日
に
書
か
れ
た
も
の
と
主
張
し
た
。
四
月
一
三
日
の

498 

に
十
七
世
紀
初
頭
の
一
書
記
の
証
言
か
ら
、

記
述
に
関
し
て
は
、
ド
ゥ
・
ト
ゥ

1
は
二
二
日
に
は
単
に
王
令
が
起
草
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
出
版
ま
で
の
筆
写
の

段
階
で
誤
記
が
生
じ
た
と
推
測
す
る
。

そ
の
論
拠
と
し
て
、
ド
ゥ
・
ト
ゥ

1
自
身
に
よ
る
検
査
済
の
抜
粋
複
写
版
が
数
種
残
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
は
王
令
が
二
二
日
に
「
作
成
さ
れ
た
貯
の
E
E」
或
い
は

「
達
成
さ
れ
た
出

R
E
R
g
-
r
と
し
か
な
く
、
「
王
印
に
よ
り
確
認

さ
れ
た
お
位
。
巴
包
-Z
骨
E
S
H
B」
と
い
う
記
述
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
少
な
く
と
も
一
五
九
八
年
の
部
分
に
関
し
て
出
版
者
は
自
筆

草
稿
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
ド
ゥ
・
ト
ゥ

l
没
後
に
作
成
さ
れ
著
者
に
よ
る
確
認
が
な
さ
れ
て
い
な
い
複
写
を
用
い
た
こ
と
な
ど
の
事
実
を
挙

(
必
)

げ
て
い
る
c

一
方
ヴ
ィ
ニ
ョ
!
と
プ
ル
ジ
ョ
ン
は
、
個
別
条
項
に
関
し
て
も
修
正
を
主
張
す
る
。

ジ
ュ
ネ

1
ヴ
版
は
歴
史
家
の
注
意
を
ほ
と
ん
ど
引
く

こ
と
が
な
か
っ
た
が
、

(
必
)

あ
る
。
こ
う
し
て
三
種
の
文
書
が
同
じ
四
月
三

O
日
に
発
布
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
実
は
一
五
九
八
年
の
四
月
三

O
日
の
木
曜
日
は
復
活

こ
の
版
の
個
別
条
項
に
は
五
月
二
日
で
は
な
く
「
四
月
最
終
日
」
す
な
わ
ち
三

O
日
と
記
載
さ
れ
て
い
た
か
ら
で

祭
後
四

O
日
目
の
キ
リ
ス
ト
昇
天
祭

S
R
g
E。
ロ
)
の
祝
日
で
あ
り
、

王
は
意
図
的
に
こ
の
日
を
選
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
王
令
解

釈
へ
の
重
大
な
変
更
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
後
述
す
る
。
ヴ
ィ
ニ
ョ
!
と
ブ
ル
ジ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、
結
局
個
別
条
項
原
典

の

「
四
月
三

O
日」

の
記
述
は
、
登
録
ま
で
に
「
五
月
二
日
」
に
改
変
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
五
月
二
日
は
ス
ペ
イ
ン
と
の
ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ
ン

条
約
締
結
の
日
で
あ
り
、
こ
れ
に
合
致
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
具
体
的
理
由
に
つ
い
て
は
、
今
も
十
分
な
説
明
は

(
M
H
)
 

な
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
王
書
A
に
も
修
正
が
求
め
ら
れ
た
。
四
月
三
日
の
日
付
は
正
し
い
が
、
場
所
は
ナ
ン
ト
で
な
く
ア
ン
ジ
ェ
!
と
考
え
ら
れ
る
。
王
は



四
月
二
二
日
に
ナ
ン
ト
に
入
市
す
る
が
、

そ
れ
以
前
は
三
月
一

O
日
よ
り
ア
ン
ジ
ェ
!
に
滞
在
し
て
い
た
。
先
述
の
よ
う
に
王
書
A
に
は
一

六
一

0
年
代
以
前
の
史
料
が
な
く
、

い
つ
ど
こ
で
記
述
が
変
え
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
場
所
が
ナ
ン
ト
に
変
え
ら
れ
た
の
は
、

(
必
)

く
後
に
こ
の
王
書
が
他
の
三
つ
の
文
書
と
一
体
を
な
す
と
考
え
ら
れ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。

お
そ
ら

以
上
ヴ
イ
ニ
ヨ
!
日
プ
ル
ジ
ョ
ン
説
を
ま
と
め
れ
ば
、

王
書
A

一
五
九
八
年
四
月
三
日
、

ア
ン
ジ
ェ

l

王
令
本
文
、
個
別
条
項
、
王
書
B

一
五
九
八
年
四
月
三

O
日、

ナ
ン
ト

と
な
か
)
。
こ
の
説
は
十
分
に
説
得
力
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
王
令
四

O
O周
年
を
機
に
広
く
認
知
さ
れ
、
現
在
新
た
な
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

名
称
に
関
し
て
は
、

ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
い
て
は
慣
習
的
に
発
布
場
所
が
法
の
一
般
的
名
称
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
当

時
よ
り
王
令
本
文
は
ナ
ン
ト
で
発
布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

い
る
。
こ
の
発
布
場
所
に
つ
い
て
は
疑
念
の
余
地
が
な
い
。

ナ
ン
ト
王
令
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
ド
ゥ
・
ト
ゥ

1
も
こ
れ
を
証
言
し
て

注

(
1
)
十
六
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
寛
容
概
念
、
及
び
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
は
以
下
の
拙
稿
を
参
照
。
「
十
六
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
寛
容
に
関
す
る
諸

概
念
に
つ
い
て
(
上
)
、
(
中
)
」
、
『
聖
学
院
大
学
論
叢
』
第
十
七
巻
、
第
三
、
四
号
、
二

O
O五
年
。

(2)
巴

g-芯密。匙-『⑦
d
5
B
g
旦】

rσ巴自戸'戸。
gロ巳円宮ω
∞
。

g己号「誌
mgP阿h、吋
R
札忌叫民凡む円三弘号偽~弓〈

Qs芯円な雪偽s伺(令叫雲伶s決叫芯偽凡言芯叫忠尽恥A白
h

か匙ιP.w
』トγ
、ば恥h
札忌叫忠凡吐円札号伶~弓〈円

QsN§芯ミ同雪偽aP師♂唱回盟戸百巴.比同吋ユ.凶目ぽ仲RFN♂w〉
己
mω凶邑ロ巳のgωP唱LH5川也sV這匂笥吋汗一同悶州。肉⑦
q吋の
吋
5。
ωω
包-か匙
ιP.L〈
ね
な
防
塁
内
向
。
町
古
史
、
選
。
ミ
叫
師
号
、
さ
な
た
ね
お
な
切
さ
内
、

S
3
P
Z日目
2
・
5
2一

史料と内容 (上)ナント王令499 
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(
日
)
全
国
政
治
会
議
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ズ
前
掲
書
参
照
(
旨
五

5
n
e・丘町・)。

(
ロ
)
司
5
B
2
2
図
。
己
認

g
p
も
-np
七
-g・

(日

)
γ
(
V
-
E
-
m
E
W
E
S
S
3
2
sミ
同
六
回
目

N
E
5
5
5・
5・

(U)
司
5
B
8
2
回。

R
m
g
p
も・

§
-
b
-
g
h
-
Zず
E
P
士
宮
回
円
。
宮
間
5
2
E
ロ
望
。
y
h
d札
止
号
、

qg司令的
W
3・8
E
8・

(
日
)
ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ
ン
条
約
に
つ
い
て
は
以
下
の
書
を
参
照
。
ゎ
・
豆
島
色
。
仲
間

E
F
g
C
O
E
-
-
h
b
h
g党
号
芯
さ
ぎ
伺
-
N
U
U
F
〈
σ
2
E
ω
L
S∞一

γ司・

zt。
ロ
丘

ao--BHM・司
2
2
2
2冨
-h・
〈
日
間
口
己
注

-wU同
ザ
ミ
忠
弘
ぬ
で
w
ミミタ
E
ユω
い
coo-

(
日
)
当
時
フ
ラ
ン
ス
の
領
土
外
で
あ
っ
た
べ
ア
ル
ン
に
関
し
て
は
、
一
五
九
九
年
に
フ
ォ
ン
テ

1
ヌ
プ
ロ

1
王
令
が
発
布
さ
れ
た
(
ゎ
・
ロ

2
℃

E
F

ム『ロ
σ
宮
門
関
門
戸

O
B
-
-柱
。
ロ
。
ロ
古
田
か
OL.注
目
同
品
。
司
。
ロ
宮
山
口
。

z
gロ
(
5
3
)
y
h
d札
止
号

ZRSHaw
同)同】・ミ'ゴ)。

(
口
)
こ
の

8
2
2
は
特
に
秘
密
を
意
味
し
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
か
つ
て
歴
史
家
の
問
で
誤
解
が
あ
っ
た
。

(
日
)
命
令
に
は
す
べ
て
王
と
国
務
卿
一
名
の
署
名
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
両
者
の
中
間
形
態
と
し
て
、
ど
ち
ら
の
形
式
も
可
能
な
「
顧
問
会
議
決
議
」

(
き
件
品
。
。
。
ロ
ω色
)
も
存
在
し
た
。

-N・冨

2
8
w
n
h
a
g
s尽
き
ま
乱
立
。
可
否
芯
尽
き
史
的
向
。
遺

S
Q司令訟なお守的。宮内
L
・戸

E
ユω
L也∞
0
・宅・
ω
N斗
'

ωN
∞・

(
四
)
こ
れ
は
必
ず
し
も
改
変
や
廃
止
の
不
可
能
性
を
意
味
し
な
い
。

(
初
)
ま
た
開
封
王
状
は
す
べ
て
羊
皮
紙
に
書
か
れ
、
国
王
顧
問
会
議
が
文
中
に
言
及
さ
れ
た

(SR-
忍・
ω
お
'S吋)。

(
幻
)
大
開
封
王
状
に
は
あ
る
特
別
な
主
題
の
み
に
関
す
る
注
昨
と
、
複
数
の
主
題
に
関
係
し
よ
り
総
合
的
な

2
e
B
8
2
が
存
在
し
た
。
パ
ル
ビ
ッ

シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
注
目
同
は
十
六
世
紀
に
は
基
本
的
に
ま
だ
小
開
封
王
状
の
扱
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
平
和
王
令
(
注
目
片
品
。
富
。
目
。
色
。
ロ
)
に
関
し

て
は
、
第
三
次
宗
教
戦
争
終
結
時
の
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
王
令
(
一
五
七

O
)
か
ら
大
開
封
王
状
へ
の
変
化
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
反
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
王
令
に
関
し
て
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
大
開
封
王
状
へ
の
変
化
が
見
ら
れ
た
(
一
五
六

O
年
の
ロ
モ
ロ
ン
タ
ン
王
令
な
ど
)
。
回
員
立
の
F
F

。、.丘町
-
w

℃
-
h
F

印・

(
幻
)
小
開
封
王
状
に
は
あ
る
王
令
に
つ
い
て
の
改
変
や
解
釈
を
定
め
た
念
。

z
g
t。
ロ
や
、
貴
族
叙
任
状
や
委
任
状
な
ど
の
様
々
な
文
書
が
あ
る

(富。

5
E
o
n
も
・
丘
町
よ
官
官
-Ng'Nω
吋)。

ポ
リ
ス

(
お
)
後
者
は
国
王
財
務
官
志

g
ユ0
3
な
忌
5
日
宛
の
支
払
命
令
書
、
警
察
に
関
す
る
「
宛
先
も
押
印
も
な
い
王
令
」
、
「
王
室
田
」
の
三
種
に
大
別
で
き

る
。
王
書
は
、
現
在
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
未
来
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
べ
き
地
位
や
支
払
に
関
す
る
王
の
約
束
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
王

一一史料と内容一一(上)ナント王令50! 
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